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高
橋
会
長
が
退
任 

 

鳥
居
正
義
氏
が
新
会
長 

 

Ｏ
Ｂ
会
総
会
報
告 

 

平
成
十
八
年
五
月
十
九
日
（
金
） 

 

長
浜
工
場
第
十
四
、
十
五
会
議
室 

 
 

総
会 

出
席
者
九
十
三
名 

 

司
会
進
行 

岩
田
常
任
幹
事 

 

（
一
）
高
橋
前
会
長
挨
拶 

          

本
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
数
の
会
員
の
ご
出
席
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
年
に
発
足
し
た
本
会
も
、
年

を
重
ね
る
ご
と
、
会
員
が
増
加
し
六
百

名
を
超
え
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
、

ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
一
年
の
間
に
六
名
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
悲
し
く
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

と
く
に
、
本
Ｏ
Ｂ
会
の
発
足
を
主
導

さ
れ
、
初
代
会
長
に
就
か
れ
て
基
礎
を

築
か
れ
た
後
、
名
誉
会
長
と
し
て
も
、

本
会
の
発
展
を
見
守
り
い
た
だ
い
た
大

和
田
様
と
、
幽
明
境
を
異
に
し
た
こ
と

は
痛
惜
の
極
み
で
し
て
、
そ
の
ご
功
績

に
改
め
て
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
次
第
で

す
。
後
ほ
ど
、
こ
の
一
年
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
全
員
を
含
め
て
、
追
善
の
黙
祷

を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
こ
と
、
前
倉
持
会
長
の
任
期
半
ば

に
会
長
代
行
職
に
つ
い
て
以
来
約
九
年

に
な
り
ま
す
。
歳
も
今
年
八
十
歳
に
達

し
ま
す
の
で
、
本
総
会
を
以
て
、
会
長

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
身
で
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
役
員
の
方
々
を
始
め

と
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご

支
援
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で
大
過
な
く

職
務
を
全
う
で
き
た
こ
と
は
、
私
の
大

変
喜
び
で
あ
っ
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
就
任
以
来

会
員
の
皆
様
方
の
親
睦
の
増
進
と
心
身

の
健
康
へ
の
お
役
立
ち
を
、
本
会
運
営

の
基
本
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
重
点
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

一
、
ス
ポ
ー
ツ
、
歩
く
会
な
ど
健
康 

 
 

増
進
の
会
、
趣
味
の
会
な
ど
、 

 
 
 

 
 

日
常
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
分
科 

 
 
 

 
 

会
活
動
の
推
進 

二
、
こ
の
輪
を
広
げ
る
べ
く
、
大
阪
、 

 
 

名
古
屋
支
部
の
分
離
独
立
な
ど 

 
 

に
よ
る
地
方
組
織
の
活
性
化 

三
、
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
の
発
刊
、
ホ
ー 

 
 

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
の
広
報 

 
 

活
動
の
充
実 

四
、
ご
不
幸
通
知
な
ど
緊
急
連
絡
の 

 
 

た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

 
 

再
構
築 

 

い
ず
れ
も
、
担
当
幹
事
以
下
、
多
く

の
方
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
順
調
に
推
移

発
展
し
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

 

残
念
な
こ
と
は
、
ゼ
ロ
金
利
時
代
に

遭
遇
し
て
、
発
足
初
期
に
積
み
立
て
た

基
金
を
、
毎
年
食
い
潰
し
つ
つ
あ
る
こ

と
で
す
。
あ
と
数
年
は
何
と
か
な
る
と

し
て
も
、
そ
の
後
は
、
財
政
面
で
の
新

た
な
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
方
策
を
明
確
に
せ
ぬ
ま
ま
申
し
送
り
、

恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

後
任
会
長
と
し
て
、
鳥
居
正
義
様
を

推
薦
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
新
会

長
の
下
、
一
層
の
発
展
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 

 

私
ど
も
の
母
体
で
あ
る
三
菱
樹
脂
社

も
、
好
業
績
の
も
と
、
本
年
二
月
一
日

に
、
創
業
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 

 
結
び
に
、
本
総
会
に
あ
た
り
、
三
菱

樹
脂
社
な
ら
び
に
関
係
会
社
各
位
よ
り

ご
祝
儀
を
頂
戴
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、

各
社
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
二
）
会
務
報
告 
岩
田
常
任
幹
事 

 

⑴
物
故
会
員
報
告
。
昨
年
度
は
六
名

の
物
故
者
が
お
ら
れ
、
そ
の
御
霊
に
全

員
で
黙
祷
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。 

 

⑵
傘
寿
お
祝
い
贈
呈
報
告
。
五
名
の

方
に
お
祝
い
を
贈
呈
し
た
。
総
会
ご
出

席
の
北
川
久
男
氏
に
全
員
拍
手
を
も
っ

て
お
祝
い
の
意
を
表
し
た
。 

 

⑶
会
員
現
勢
報
告
。
平
成
十
八
年
三

月
末
現
在
会
員
総
数
は
五
九
一
名
、
内

新
入
会
員
二
五
名
。 

 

⑷
平
成
十
七
年
度
Ｏ
Ｂ
会
決
算
報

告
。
平
成
十
七
年
度
定
期
総
会
収
支
決

算
報
告
。
Ｏ
Ｂ
会
基
金
決
算
お
よ
び
予

算
報
告
。
平
成
十
八
年
度
Ｏ
Ｂ
会
予
算

説
明
。 

 

⑸
谷
口
会
計
監
事
か
ら
監
査
報
告
。 

 

⑹
役
員
改
選
の
件
。
高
橋
義
衛
氏
が

会
長
を
退
任
さ
れ
、
顧
問
に
就
任
さ
れ

た
。
鳥
居
正
義
氏
が
会
長
に
就
任
さ
れ

た
。
岸
川
茂
氏
が
名
古
屋
支
部
長
を
退

任
さ
れ
、
代
わ
っ
て
伊
藤
壽
氏
が
同
支

部
長
に
就
任
さ
れ
た
。
吉
井
靖
、
黒
川

亮
、
柴
田
壽
一
の
三
氏
が
幹
事
を
退
任

さ
れ
、
代
わ
っ
て
柘
植
茂
、
宮
下
和
久
、

矢
作
憲
三
の
三
氏
が
幹
事
に
就
任
さ
れ

た
。
な
お
、
退
任
さ
れ
た
黒
川
、
吉
井

両
幹
事
に
は
、
会
の
運
営
上
で
重
要
な

貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
を
、
高
橋
前
会
長

か
ら
具
体
的
に
報
告
さ
れ
た
。 

 

⑺
前
記
の
決
算
、
予
算
、
役
員
改
選

の
諸
議
案
に
つ
い
て
出
席
者
全
員
異
議

無
く
ご
承
認
を
得
た
。 

                  

（
三
）
鳥
居
新
会
長
挨
拶 

           

こ
の
度
、
Ｏ
Ｂ
会
会
則
に
則
り
、
去

る
四
月
六
日
の
幹
事
会
で
推
挙
を
受
け
、

本
日
の
総
会
で
、
先
刻
承
認
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
微
力
な
が
ら
、
会
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

た
し
か
一
年
前
か
ら
、
高
橋
会
長
よ

り
打
診
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
諸
先

輩
方
が
多
数
お
ら
れ
る
Ｏ
Ｂ
会
の
会
長

を
、
若
輩
の
私
が
引
き
受
け
る
役
で
な

い
と
固
辞
し
て
き
ま
し
た
が
、
八
十
歳

の
傘
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
誰
か
が
引
き
受
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
、
決
意
し
た
次
第
で
す
。 

 

私
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
、
長
浜
樹

脂
㈱
に
入
社
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

リ
タ
イ
ヤ
す
る
ま
で
に
、
東
京
、
平
塚
、

美
祢
、
甲
府
と
転
勤
し
ま
し
た
の
で
、

Ｏ
Ｂ
会
の
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

 

た
ま
た
ま
、
手
元
に
昭
和
三
十
年
四

月
作
成
の
長
浜
ゴ
ム
工
業
㈱
の
職
員
名

簿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
五
名
の
方
が
本

日
出
席
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
方
々
に
ご

心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
、
反
省
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
は
、
今
ま
で

同
様
、
会
員
の
親
睦
と
高
齢
に
備
え
た

心
身
の
活
性
化
の
お
役
立
ち
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
も
偏
に
、
各
支
部
長
、
各
幹
事

お
元
気
で
す
か 

 

三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
第
十
四
号 
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の
方
々
の
ご
尽
力
と
、
会
員
皆
様
の
ご

協
力
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後

も
、
前
会
長
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
四
）
三
菱
樹
脂
経
営
状
況
説
明 

 

総
会
終
了
後
、
畑
長
浜
工
場
長
か
ら
、

三
菱
樹
脂
社
の
、
平
成
十
八
年
三
月
期

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
「
連
結
経
常
利

益
九
七
億
円
と
過
去
最
高
益
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
こ
と
と
と
も

に
、
今
後
の
経
営
重
点
方
針
に
つ
い
て
、

詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。 

 
 

 

懇
親
会
（
長
浜
工
場
社
員
会
館
ホ 

 
 
 

 

ー
ル
） 

出
席
者
九
十
二
名 

 

司
会
進
行 

森
川
長
浜
支
部
長 

開
会
挨
拶 

鳥
居
新
会
長 

 

 

神
尾
章
社
長
挨
拶 

         

昨
年
五
月
に
、
東
京
の
三
菱
ク
ラ
ブ

で
お
会
い
し
て
以
来
、
一
年
ぶ
り
に
、

Ｏ
Ｂ
会
諸
先
輩
方
に
お
会
い
で
き
、
ま

た
、
皆
様
方
の
お
元
気
な
お
姿
を
拝
見

で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
当
社
は
、
本
年
二
月
に
創
立
六
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
五
十
周
年
の
時

に
社
史
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
間
の
歴
史
を
社

史
に
追
加
編
纂
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー

タ
を
整
理
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

当
社
の
経
営
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
ほ
ど
、
畑
長
浜
工
場
長
よ
り
詳
し
い

説
明
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
幸
い

に
し
て
連
結
営
業
利
益
、
経
常
利
益
と

も
に
、
二
年
続
け
て
過
去
最
高
益
を
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
諸
先
輩
方
が
努
力
し
て
築

き
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
技
術
や
経
営
基
盤

の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。 

今
後
の
経
営
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
内
景
気
が
回
復
す
る
一
方
、
原

材
料
価
格
の
激
し
い
高
騰
で
コ
ス
ト
高

と
い
う
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
方
か
ら
は
、
株
価
や

配
当
に
つ
い
て
、
も
っ
と
改
善
し
て
欲

し
い
と
い
う
ご
意
見
も
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、

今
後
、
も
っ
と
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

六
十
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
長
浜
に
新
研
究
開
発
棟
を
建
設
中

で
、
来
春
に
は
完
成
し
ま
す
。
次
世
代

に
向
け
た
高
機
能
商
品
の
開
発
拠
点
と

し
て
、
立
派
な
成
果
を
挙
げ
て
、
沢
山

の
お
客
様
を
お
招
き
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

来
年
の
Ｏ
Ｂ
会
総
会
ま
で
に
、
株
価

も
改
善
、
増
配
も
で
き
、
諸
先
輩
の
ご

期
待
に
そ
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 乾
杯
・
懇
談 

鳥
居
新
会
長
の
ご
発
声
で
乾
杯
し
、

懇
談
に
移
り
ま
し
た
。 

 

中
締 神

部
勇
作
氏
の
ご
発
声
で
三
菱
樹
脂

社
な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
会
の
さ
ら
な
る
発
展

を
祈
っ
て
三
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。 

 

             

山
内
一
豊
・
千
代
博
覧
会
め
ぐ
り 

 

 
 
 
 
 
 

参
加
者
三
十
二
名 

 

今
回
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功

名
が
辻
」
ゆ
か
り
の
地
、
長
浜
で
「
山

内
一
豊
・
千
代
博
覧
会
」
が
開
催
中
と

い
う
こ
と
で
、
工
場
見
学
に
代
え
て
博

覧
会
め
ぐ
り
を
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ニ
ュ

ー
と
し
た
。 

 
米
原
駅
前
を
十
一
時
十
分
に
貸
切
バ

ス
で
出
発
。
今
回
は
、
長
浜
市
の
観
光

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る

富
岡
秀
雄
さ
ん
と
氏
原
建
士
さ
ん
、
大

ベ
テ
ラ
ン
の
柴
田
弥
蔵
さ
ん
三
人
の
ガ

イ
ド
つ
き
と
い
う
豪
華
な
バ
ス
ツ
ア
ー

と
な
っ
た
。 

 

あ
い
に
く
の
小
雨
そ
ぼ
降
る
中
、
五

分
ほ
ど
で
、
最
初
の
目
的
地
、
千
代
の

生
誕
地
で
あ
る
飯
村
の
若
宮
氏
館
跡
地

に
着
く
。
傘
を
さ
し
な
が
ら
、
氏
原
さ

ん
の
名
調
子
の
説
明
を
聞
く
。 

 

続
い
て
、
ま
た
五
分
ほ
ど
で
、
次
の

目
的
地
、
宇
賀
野
の
法
秀
院
（
一
豊
の

母
）
の
墓
に
着
く
。
雨
が
本
降
り
に
な

る
中
、
今
度
は
富
岡
さ
ん
の
薀
蓄
あ
る

説
明
に
聞
き
入
る
。 

 

そ
の
後
、
琵
琶
湖
畔
道
路
を
経
由
し

て
、
長
浜
城
を
車
窓
見
学
し
な
が
ら
長

浜
駅
前
に
到
着
。
こ
こ
で
バ
ス
を
降
り
、

徒
歩
で
長
浜
市
街
を
散
策
し
、
曳
山
博

物
館
に
入
館
。
一
豊
・
千
代
に
関
す
る

展
示
と
と
も
に
、
曳
山
の
現
物
を
見
な

が
ら
、
富
岡
さ
ん
の
説
明
を
聞
く
。
同

行
の
小
林
一
好
さ
ん
が
、
子
供
歌
舞
伎

の
名
優
で
あ
っ
た
と
い
う
話
し
も
出
て
、

小
林
さ
ん
に
も
質
問
が
飛
ぶ
。 

 

そ
れ
か
ら
、
大
通
寺
の
境
内
を
散
策

し
、
長
浜
工
場
に
向
か
い
、
十
三
時
過

ぎ
に
、
ツ
ア
ー
終
了
。 

            

総
会
懇
親
会
出
席
者 

（
会
社
）
神
尾
章
社
長
、
平
盛
秀
正
専

務
、
畑
正
紀
長
浜
工
場
長
、
小
花
秀
一

長
浜
工
場
総
務
部
長 

（
本
部
）
高
橋
義
衛
前
会
長
、
鳥
居
正

義
新
会
長
、
宮
部
義
一
顧
問
、
菅
澤
武

彦
顧
問
、
青
山
新
太
郎
、
安
藤
明
義
、

安
藤
忠
雄
、
井
伊
國
裕
、
、
岩
田
幸
三
、

大
庭
忠
利
、
鹿
島
静
哉
、
加
藤
進
、
榮

洋
一
、
坂
本
堅
一
、
佐
藤
昌
二
、
澤
田

耕
輔
、
柴
田
栄
一
、
谷
口
勝
利
、
野
中

矩
仁
、
藤
井
良
寛
、
増
原
雄
甫
、
宮
下

和
久
、
山
田
守
士
、
山
本
猛
、
吉
本
光

夫 （
長
浜
）
青
山
敏
雄
、
岩
井
文
雄
、
岩

田
由
春
、
磯
田
智
、
氏
原
建
士
、
大
村

元
孝
、
大
西
義
夫
、
尾
本
光
弘
、
梶
道

信
、
梶
間
加
弘
、
金
澤
淳
三
、
神
部
勇

作
、
北
川
久
男
、
北
川
良
雄
、
草
野
政

蔵
、
草
野
康
雄
、
小
林
一
好
、
小
林
剛
、

小
林
守
、
佐
伯
清
忠
、
笹
原
榮
之
助
、

柴
田
清
廣
、
柴
田
弥
蔵
、
高
山
栄
司
、

立
石
堯
、
田
中
幸
雄
、
辻
彦
太
郎
、
堤

賢
三
、
富
岡
秀
雄
、
外
海
金
太
郎
、
中

村
利
之
、
夏
川
清
、
西
川
多
気
夫
、
西

沢
芳
朗
、
西
堀
和
弥
、
馬
場
智
章
、
東

田
昭
一
郎
、
広
瀬
毅
、
広
瀬
洋
造
、
藤

居
勇
治
郎
、
藤
田
稔
、
福
原
清
、
村
上

左
門
、
松
宮
正
之
、
宮
澤
勉
、
三
田
村

勇
、
武
藤
幹
男
、
森
隆
男
、
森
川
栄
壽
、

世
森
幹
治
、
中
嶋
清 

（
大
阪
）
岡
本
益
弘
、
西
本
郁
夫
、
平

井
穣
、
福
井
久
、
松
本
弘
、
宮
本
二
四

彦
、
山
口
滋
、
山
本
功 

（
名
古
屋
）
伊
藤
壽
、
合
原
精
一
、
杉

山
英
雄
、
杉
原
謹
吾
、
谷
口
厚
生
、
中

島
次
郎
、
速
水
幹
男 

（
九
州
）
相
馬
義
一
、
田
中
一
英 

 
 
 
 
 
 

  

第
六
回 

Ｏ
Ｂ
会
作
品
展 

 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
一
展
示
室 

平
成
十
八
年
二
月
二
十
七
日
～
三
月

五
日 第

六
回
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
が
開
催
さ

れ
た
。
以
下
は
、
柳
澤
知
男
さ
ん
の
、

作
品
展
に
関
す
る
感
想
文
で
す
。 

二
月
二
十
七
日
（
月
）
早
朝
、
横

浜
港
山
下
埠
頭
大
桟
橋
で
は
豪
華
客

船
「
飛
鳥Ⅱ

号
」
が
純
白
の
巨
体
を
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休
め
て
い
る
。
そ
れ
を
横
目
に
見
な

が
ら
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
に
向
か

う
。
会
場
で
は
こ
の
日
か
ら
「
第
六

回
三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
」
が
開

催
さ
れ
、
会
期
は
三
月
五
日
（
日
）

ま
で
の
一
週
間
で
あ
る
。 

作
品
は
絵
画
、
写
真
、
織
物
、
刺

繍
、
篆
刻
な
ど
合
わ
せ
て
七
十
四
点

が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
回
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
、
新
入
会
員
の
作
品

が
数
多
く
出
品
さ
れ
た
こ
と
、
部
門

別
で
は
絵
画
と
写
真
が
多
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
会
期
中
、
土
砂
降
り
の

雨
の
日
が
あ
り
、
例
年
行
わ
れ
る
有

名
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
の
イ
ベ

ン
ト
も
な
く
、
概
し
て
入
場
者
は
低

調
で
あ
っ
た
。
三
月
三
日
に
は
「
歩

こ
う
会
」
の
仲
間
が
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
の
で
、
入
場
者
数
の
持
ち
直
し

が
あ
り
、
最
終
的
に
は
約
五
百
人
を

数
え
る
に
至
っ
た
。 

                

作
品
に
つ
い
て
は
、
絵
画
は
個
性

が
一
層
発
揮
さ
れ
、
迫
力
が
一
段
と

増
し
て
い
る
と
の
評
価
で
あ
っ
た
。

写
真
は
絵
画
と
同
様
な
評
価
も
あ
っ

た
が
、
作
品
数
が
多
く
絵
画
と
比
べ

小
さ
い
た
め
、
展
示
に
窮
屈
な
印
象

を
受
け
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
写
真
の

点
数
は
次
回
以
降
さ
ら
に
増
え
る
見

込
み
で
あ
り
、
展
示
方
法
の
見
直
し

が
問
わ
れ
そ
う
で
あ
る
。
全
体
と
し

て
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
努
力
の

結
果
が
作
品
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

い
う
印
象
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

（
柳
澤 

知
男 

記
） 

出
品
者 

相
川
武
夫
、
大
熊
祥
子
、

奥
宗
治
、
奥
マ
サ
子
、
加
藤
進
、
加

藤
節
子
、
金
井
ヒ
ロ
子
、
櫻
井
章
博
、

下
瀬
英
樹
、
坪
井
駿
三
、
中
村
俊
一
、

野
中
矩
仁
、
日
高
晃
一
、
平
松
久
、

前
田
又
彦
、
前
田
幸
子
、
丸
小
野
悦

子
、
山
田
守
士
、
青
山
新
太
郎
、
安

藤
忠
雄
、
久
保
秀
雄
、
鶴
岡
英
雄
、

永
松
啓
至
、
西
林
公
助
、
塙
宏
、
廣

江
昭
道
、
柳
澤
知
男
、
山
崎
勲
、
山

崎
公
子
、
山
本
猛
、
吉
井
道
郎
、 

  

な
お
、
第
七
回
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
は
、

来
年
二
月
十
二
日
～
十
八
日
、
神
奈

川
県
民
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

歩 

こ 

う 

会 

 

本
部
第
五
十
一
回
歩
こ
う
会 

 

自
然
教
育
園
か
ら
泉
岳
寺 

 

平
成
十
八
年
四
月
二
十
一
日(

金)  
 

参
加
者
二
十
六
名 

荒
木
秀
浩
、
石

井
弘
、
石
射
祥
光
、
石
川
晃
司
、
石

橋
正
康
、
市
村
義
雄
、
伊
藤
敬
輔
、

岩
田
幸
三
、
小
倉
武
司
、
加
藤
進
、

神
田
隆
、
木
原
仁
博
、
榮
洋
一
、
坂 

本
堅
一
、
下
瀬
英
樹
、
高
橋
義
衛
、

田
中
須
賀
男
、
田
中
英
子
、
谷
口
勝 

利
、
豊
田
安
鴻
、
松
内
俊
夫
、
松
林 

義
明
、
宮
下
和
久
、
山
本
猛
、
山
谷

章
浩
、
吉
井
靖 

 

前
日
の
嵐
が
去
っ
て
、
爽
や
か
な

天
気
に
恵
ま
れ
て
気
持
ち
の
い
い
午

後
に
な
っ
た
。 

集
合
場
所
の
メ
ト
ロ
白
金
台
駅
は 

比
較
的
新
し
い
路
線
に
あ
り
、
相
互 

乗
り
入
れ
、
乗
継
な
ど
初
め
て
の
人

が
多
く
心
配
し
て
い
た
が
全
員
無
事

集
合
。 

                 

ま
ず
自
然
教
育
園
へ
。 

新
緑
の

ケ
ヤ
キ
の
下
で
、
国
立
科
学
博
物
館

の
萩
原
学
芸
員
の
説
明
を
聞
く
。
こ

の
場
所
は
、
江
戸
時
代
に
は
水
戸
光

圀
の
兄
に
当
た
る
松
平
讃
岐
守
の
下

屋
敷
の
跡
で
、
維
新
の
後
、
火
薬
庫

と
し
て
、
大
正
に
な
っ
て
御
料
地
と

し
て
、
一
般
人
が
入
れ
な
か
っ
た
の

で
豊
か
な
自
然
が
残
っ
た
と
い
う
。 

武
蔵
野
と
い
う
と
雑
木
林
の
自
然

林
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
が
、

本
来
は
文
字
ど
お
り
野
原
で
あ
っ
た
。

江
戸
開
府
以
前
は
野
焼
き
を
し
て
ム

ラ
サ
キ
を
採
取
し
て
い
た
の
が
、
江

戸
の
人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
、
燃
料

を
供
給
す
る
た
め
に
雑
木
が
植
え
ら

れ
造
成
林
と
な
っ
た
こ
と
。
植
物
相

の
変
化
の
話
。
湧
き
水
が
作
っ
て
い

る
池
の
変
化
の
こ
と
。
な
ど
な
ど
、

興
味
の
尽
き
な
い
話
を
聞
き
な
が
ら

散
策
を
楽
し
ん
だ
。
樹
齢
三
百
年
と

い
う
ク
ロ
マ
ツ
の
老
木
に
わ
ず
か
に

庭
園
の
名
残
り
が
あ
っ
た
。
さ
わ
や

か
な
自
然
を
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
満
喫

し
た
い
気
持
ち
を
残
し
て
次
へ
向
か

っ
た
。 

自
然
教
育
園
か
ら
目
黒
通
り
を
清

正
公
前
ま
で
く
だ
り
、
白
金
高
輪
の

急
階
段
を
上
る
と
旧
細
川
邸
、
赤
穂

義
士
切
腹
の
碑
が
あ
り
、
今
度
は
民

家
の
間
の
細
い
路
地
を
下
る
と
泉
岳

寺
で
あ
っ
た
。 

門
前
の
み
や
げ
物
店
、「
義
士
堂
」

の
お
や
じ
さ
ん
に
泉
岳
寺
と
忠
臣
蔵

の
話
し
を
聞
く
。
満
松
山
泉
岳
寺
が

正
式
名
。
江
戸
時
代
は
、
浅
野
家
を

含
む
五
大
名
家
だ
け
が
檀
家
と
い
う

寺
で
、
曹
洞
宗
の
修
行
の
学
僧
を
集

め
た
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

門
脇
の
内
蔵
助
の
銅
像
の
容
貌
は

歌
舞
伎
役
者
の
も
の
で
、
実
際
は
干

し
た
梅
干
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
記

録
が
あ
る
ら
し
い
。
義
士
た
ち
の
多

く
は
下
級
武
士
で
、
討
ち
入
り
ま
で

の
生
活
が
大
変
だ
っ
た
と
か
。 

討

ち
入
り
の
装
束
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た

と
か
。 

 

吉
良
邸
か
ら
泉
岳
寺
ま
で
約
十
キ

ロ
を
二
時
間
で
引
揚
げ
、
道
中
は
上

杉
の
逆
襲
に
備
え
た
陣
形
で
あ
っ
た
。

首
級
を
洗
っ
た
首
洗
い
の
池
を
見
て
、

一
同
墓
前
に
線
香
を
手
向
け
て
合
掌
。

義
士
の
墓
に
は
切
腹
の
後
、
首
を
抱

え
た
状
態
の
遺
体
が
桶
に
収
め
ら
れ

埋
葬
さ
れ
て
い
る
よ
し
。 

 

泉
岳
寺
前
で
一
旦
解
散
し
、
駅
前

の
居
酒
屋
へ
と
場
所
を
移
し
た
。
小

倉
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯
。
渇
い
た
の

ど
に
し
み
る
う
ま
い
乾
杯
で
あ
っ
た
。 

最
後
は
荒
木
さ
ん
の
締
め
で
閉
会
と

し
た
。 

 
 

（
加
藤
進 

記
） 

 

第
二
十
一
回
樹
楽
会 

柚
子
の
里 

 平
成
十
八
年
三
月
九
日
（
木
） 

参
加
者
十
一
名 

鈴
木
民
雄
、
松
本 

弘
、
松
本
夫
人
、
吉
田
康
子
、
平
井 

穣
、
福
井
久
、
岡
本
益
弘
、
奥
田
公

具
、
山
口
滋
、
内
藤
次
生
、
熊
倉
寛 

  

初
春
の
西
京
保
津
峡
駅
か
ら
歩
き

登
る
八
名
と
送
迎
バ
ス
組
三
名
が 

                

「
つ
じ
の
家
」
で
合
流
、
ゆ
ず
風
呂

に
浸
か
っ
た
あ
と
、
年
に
一
度
の
鳥

鍋
の
席
に
着
い
た
。 

Ｈ
さ
ん
持
ち
込
み
の
銘
酒
が
美
味

く
、
地
酒
も
美
味
く
、
量
が
進
み
鳥

鍋
も
「
食
べ
す
ぎ
で
す
よ
」
と
牽
制

さ
れ
る
御
仁
の
出
る
ほ
ど
皆
堪
能
。 

ご
機
嫌
な
一
行
は
、
門
前
で
記
念

写
真
。 

 
 
 
 
 

（
熊
倉 

寛 

記
） 
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ゴ
ル
フ
同
好
会 

 第
四
回
千
葉
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ 

平
成
十
八
年
四
月
二
十
五
日
（
火
） 

佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

参
加
者
十
六
名 
安
田
久
雄
、
北
川

忠
澄
、
中
村
重
善
、
岩
田
幸
三
、
関

守
二
、
東
田
浩
作
、
山
崎
勲
、
石
橋

正
康
、
久
保
秀
雄
、
長
崎
英
太
郎
、

水
島
晃
、
徳
永
英
之
、
西
林
公
助
、

皆
川
典
夫
、
君
塚
康
、
長
崎
光
男 

当
日
の
天
気
は
「
寒
気
が
入
り
一

日
小
雨
。
所
に
よ
っ
て
は
雷
を
伴
う

本
格
的
な
雨
」
と
の
天
気
予
報
。
朝

か
ら
ゴ
ル
フ
場
に
着
く
ま
で
は
小
雨
、

ス
タ
ー
ト
前
に
雨
が
上
が
り
、
集
合

写
真
撮
影
可
と
な
る
。 

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
京
成
佐
倉
駅

よ
り
徒
歩
六
分
と
交
通
の
便
も
よ
く
、

な
だ
ら
か
な
林
間
コ
ー
ス
（
セ
ル

フ
・
乗
用
カ
ー
ト
）。 

参
加
者
も
四

回
目
に
し
て
最
高
の
十
六
名
の
参
加

者
。（
内
四
名
が
初
参
加
、
内
三
名
は

横
浜
よ
り
の
参
加
）
と
定
着
し
て
き

た
感
じ
。（
登
録
会
員
は
二
十
四
名
） 

天
気
の
方
は
、
午
後
時
々
小
雨
、

遠
く
の
雷
鳴
を
気
に
し
な
が
ら
の
プ

レ
ー
。 

成
績
も
比
較
的
午
前
の
イ

ン
の
方
が
良
く
、
午
後
は
小
雨
に
悩

ま
さ
れ
、
傘
を
さ
し
て
の
プ
レ
ー
で

ア
ウ
ト
の
方
が
悪
か
っ
た
。 

優
勝
と
三
位
は
初
参
加
の
久
保
、

長
崎
両
氏
。 

懇
親
会
は
新
規
参
加
者
の
話
題
や
、

次
回
開
催
コ
ー
ス
選
定
で
議
論
伯
仲
。

安
さ
を
選
ぶ
か
、
交
通
の
便
を
選
ぶ

か
で
、
佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
に
も
う
一

度
挑
戦
し
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
、

十
月
の
シ
ニ
ア
デ
ー
の
火
曜
日
に
、

佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
で
行
う
こ
と
で
、

幹
事
一
任
と
な
る
。 

主
な
入
賞
者 

優 

勝 

久
保
秀
雄
さ
ん 

準
優
勝 

石
橋
正
康
さ
ん 

第
三
位 

長
崎
光
男
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

（
石
橋 

正
康 

記
） 

            フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０ 

 

第
十
四
回
撮
影
会 

平
成
十
八
年
四
月
四
日(

火) 

参
加
者
九
名 

青
山
新
太
郎
、
関 

守
二
、
西
林
公
助
、
橋
本
志
真
彦
、

塙
宏
、
広
江
昭
道
、
柳
澤
知
男
、
山

崎
勲
、
永
松
啓
至 

 

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
恒
例
の
春
の
撮

影
会
を
、
新
宿
御
苑
で
行
っ
た
。 

 

開
門
時
刻
の
九
時
前
か
ら
、
千
駄

ヶ
谷
門
の
前
に
は
、
す
で
に
多
く
の

写
真
愛
好
家
が
待
機
し
て
い
る
。 

 

わ
れ
わ
れ
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
も
、
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
開

門
を
待
つ
。 

 

開
門
と
同
時
に
、
各
自
、
自
慢
の

名
機
を
携
え
て
園
内
に
入
る
。
目
当

て
の
桜
は
、
前
日
の
風
速
三
十
メ
ー

ト
ル
を
越
え
る
強
風
に
も
拘
わ
ら
ず

満
開
で
、
快
晴
、
微
風
で
暖
か
い
天

候
と
相
俟
っ
て
、
ま
さ
に
絶
好
の
撮

影
日
和
と
な
っ
た
。 

 

染
井
吉
野
、
枝
垂
桜
、
大
島
桜
、

山
桜
等
々
、
数
多
く
の
種
類
の
桜
が

こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
咲
き
誇
っ
て
い

る
。
撮
影
対
象
が
豊
富
で
被
写
体
を

絞
り
込
む
の
に
苦
労
す
る
ぐ
ら
い
で
、

め
い
め
い
広
い
園
内
を
撮
り
ま
く
っ

た
。
途
中
、
十
時
に
千
駄
ヶ
谷
門
に

集
ま
っ
て
記
念
撮
影
を
行
い
、
そ
の

後
、
撮
影
を
再
開
し
作
品
作
り
に
励

み
、
十
二
時
、
新
宿
門
に
集
合
し
、

当
日
の
撮
影
会
は
全
員
満
足
の
中
に

無
事
終
了
し
た
。 

 

そ
の
後
、
会
場
を
い
つ
も
の
場
所

に
移
し
、
銘
酒｢

底
抜
け｣

に
気
持
ち

よ
く
酔
い
、
写
真
談
議
、
健
康
談
義

等
に
話
が
盛
り
上
が
り
、
二
時
半
過

ぎ
に
終
了
し
た
。 

 

こ
の
日
の
成
果
は
、
来
年
二
月
の 

Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
に
発
表
の
予
定
で
す

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

（
永
松
啓
至 

記
） 

                

 

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
か
ら 

 

▽
会
員
数 

全
会
員
数 

六
〇
八
名 

本
部
三
四
三

名 

長
浜
一
八
〇
名 

大
阪
三
七
名 

名
古
屋
二
〇
名 

九
州
二
八
名
（
平
成

十
八
年
五
月
三
十
一
日
現
在
） 

 

▽
訃
報 

伊
豆
亥
児
殿 

 

平
成
十
七
年
七
月
二
十

六
日
逝
去 

東
野
元
貞
殿 

 

平
成
十
七
年
八
月
十
九

日
逝
去 

高
野
達
男
殿 

 

平
成
十
七
年
八
月
二
十

二
日
逝
去 

乙
竹
利
清
殿 

 

平
成
十
七
年
九
月
二
十

日
逝
去 

末
松 

幹 

殿  

平
成
十
七
年
十
一
月
十

八
日
逝
去 

大
和
田
昇
殿 

 

平
成
十
八
年
三
月
十
八

日
逝
去 

玉
木
正
良
殿 

 

平
成
十
八
年
四
月
四
日 

 
 

逝
去 

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

▽
傘
寿
祝
贈
呈 

中
村
寿
夫
殿
、
北
川
久
男
殿
、
末
永 

理
殿
、
西
岡 

昭
殿
、
山
口 

昭
殿 

 

▽
役
員
改
選 

大
和
田
昇
氏 

名
誉
会
長
退
任 

高
橋
義
衛
氏 

会
長
退
任
、
顧
問
就
任 

鳥
居
正
義
氏 

会
長
就
任 

岸
川 

茂
氏 

名
古
屋
支
部
長
退
任 

伊
藤 

壽
氏 

名
古
屋
支
部
長
就
任 

吉
井 

靖
氏 

幹
事
退
任 

柘
植 

茂
氏 

幹
事
就
任 

黒
川 

亮
氏 

幹
事
退
任 

宮
下
和
久
氏 

幹
事
就
任 

柴
田
壽
一
氏 

幹
事
退
任 

矢
作
憲
三
氏 

幹
事
就
任 
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